
70209その他の水産業における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労

働

者

規

模

1 2017 10
10～

11

工場で、割裁したサバの腹部から腹ワタを除去する作業中に、

右手小指の爪の間にサバの骨を刺し負傷した。
48 8 529

1～

9

2 2017 10 8～9

湾内の漁場で台風で避難していた生け簀を引き出す作業中に生

け簀をつないでいるロープをほどこうとして、力強く引っ張っ

た時に、腰に痛みが走り、そのまま動けなくなった。

40 19 379

10

～

29

3 2017 10
13～

14

養殖の漁場において、生け簀の網を上げる作業中ロープを機械

で巻く際にロープが外れ、顔面に直撃した。
58 4 379

1～

9

4 2017 10
15～

16

海苔養殖漁場へ行き箱船より船外機（エンジン）を親船で受け

取る際波によりバランスを崩し生け簀にひっくり返り落ち、腰

を強打し受傷したもの。

46 2 239
1～

9

5 2017 10
9～

10

倉庫内にて棚にある海苔を入れるカゴを取ろうと、脚立を使用

した。 片足を脚立にのせ、もう片方を海苔のカゴが置いてある

棚に載せ、取ろうとした所棚板が跳ねあがり乗せていた足も跳

ねてしまい、そのまま後方に倒れてしまい、背中を強打した。

58 1 391
1～

9

6 2017 10
13～

14

養殖場餌解凍作業現場にて、解凍タンク（冷凍餌）をフォーク

リフトにて移動中、後方へバックした際に当事者が巻き込まれ

転倒し、右足を骨折した。 運転者は後方確認し後方へバックし

たが、当事者に気がつくのが遅く事故となった。 また当事者も

フォークリフトに気がつくのが遅く逃げ遅れた。

47 6 222

10

～

29

竹林にて綱締め用竹の伐採作業中、伐採した竹を移動する際、
50



7 2017 9 8～9
誤って自分の左足へ竹を乗せ、左足甲挫傷を負った。

48 4 522 ～

99

8 2017 9
9～

10

事業所の横にある木筏の浮力が弱くなった為、フロートの交換

作業を行っている際、木枠の上でロープを引っ張りながら後方

に下がっていると足を踏み外し、海に落ちそうになった為、あ

わてて木枠をつかんだ時に胸を強打した、その日は痛みをこら

え仕事を続けたが、痛みが続く為、診療所へ行き治療を受け

た、その後、病院へ通院している。

35 19 419

10

～

29

9 2017 9 3～4

船上にてホタテ分散作業中、漁具を船に積み込んでいる最中に

足元が見えずに誤って足を滑らせ膝をついて転んだ。 その際に

右膝を負傷し、靭帯損傷の疑いがあると診断された。

28 2 239
1～

9

10 2017 9
11～

12

船上でホタテの分散作業中であったが、他の労働者が荷物を移

動するのを体を避けて持っていたが、その際不注意で桁（ロー

プ）をつかんでしまった。 波の揺れで船が動いたことからロー

ラーとロープの間に左手指を挟み負傷したもの。

38 7 379

10

～

29

11 2017 8
10～

11

開店前の準備のため、凍結保冷材用のペットボトル（2L）2本

を手に抱えて運搬中、座敷と土間の50㎝程の段差に気付かずに

落下し、転倒した際に着いた左足に体重がかかり、怪我をし

た。

59 1 418

10

～

29

12 2017 8
10～

11

船上でホタテ養殖の仮分散作業中であったが、三角篭を桁

（ロープ）に吊るし終わり、桁を船から離そうとしたときに

誤って桁と桁くいローラー（ロープを載せているローラー）に

左手指を挟んでしまい負傷したもの。

37 7 219

10

～

29

13 2017 8 7～8

定置網の積み込み作業中、網に右手を取られ捻った状態となり

負傷した。 当初は大したことがないと思っていたが、翌日患部

が腫れ上がり痛みも伴っていたため、病院で診察を受けた。

40 7 379

10

～

29

14 2017 7 9~10
屋台で作業中、貝の入った篭を持って移動している時に滑って

65 2 417

10

～



転倒し、左手をついて手首を骨折した。
29

15 2017 7 9~10

活魚配達のため、本社養殖場を出発し、配達先の駐車場に車を

止め活魚を生簀に移す作業をしようと車から降りた際、サイド

ブレーキを引いたが引き方が甘かったらしく、車が動きだした

のに気付き慌てて車に戻ろうと10mくらい急に走ったところ転

倒し、左足アキレス腱を負傷した。

55 2 419

10

～

29

16 2017 7 8~9

漁港近くの自社倉庫1階でネット洗浄機にネットを入れてる最

中、下水の益につまずいた時転び、その時脚の付け根付近を痛

め、脚付け根大腿骨骨折。

65 2 418

10

～

29

17 2017 6
22～

23

まき網漁の操業中に、近くに来た船を止めようとして手で押さ

えたが、止まらずに胸に当たった。
56 6 239

10

～

29

18 2017 6 5～6

漁船でホタテ貝の入っている篭を海中から引き上げ作業中に、

下半身に力を入れた時、右のふくらはぎに違和感を覚えたが、

そのまま作業を続けていた。 漁港に戻って歩いてみると痛みが

激しくなり、病院へ行ったところ肉離れを起こしていた。

54 19 921
1～

9

19 2017 5 7～8

出港し15分位経った沖合にて、一緒に出港した2隻の親船（9t）

が離れないように船体を平行にして互いの2カ所のポール（ステ

ンレス製）をロープ（太さ4㎝）3本で巻き縛ってあるのを被災

者が一人で解きほぐす作業中、1カ所を終え、さらに前方のポー

ルとロープの間を解きほぐす際にうねる波で船体が揺れ、ポー

ルとロープに右薬指を挟まれた。

72 7 379

10

～

29

20 2017 5 6～7
船からホイストでカキを荷揚げした後、空箱を船に戻す作業中

に空箱を整理している時に左の人差し指を挟んで負傷した。
47 7 239

1～

9

21 2017 4
10～

11

養殖池内で桟橋撤去作業中、ガス切断後、2名で小分するため倒

す際に勢いで部材に左足を挟まれた。
52 6 418

1～

9

海上にある養殖場で消毒作業中、パイプとフロート（浮き）の



22 2017 4
14～

15

上を歩いている時（波はなくなぎの時）にフロートの隙間に足

を滑らせてしまい、体勢をくずし、手で支えようとしたが間に

合わず、パイプに肩を打った。

43 2 416

10

～

29

23 2017 4
15～

16

かきを収納しているパレットを回転させて下に落とす際、パ

レットが不安定になり傾いたため、手を出したときに左手を

切った。

20 8 379
1～

9

24 2017 4 2～3

ホタテ養殖作業中に、パレットと呼ばれるカゴのようなものが

足元にあるのに気付かず誤って踏んでしまい、更にパレットが

海藻類にまみれていたため踏ん張れず、そのまま転んで右手を

負傷した。

18 2 379
1～

9

25 2017 4
16～

17

ホタテ養殖漁業に出漁し、ホタテのケダを船のローラーに乗せ

る作業中、誤ってローラーとケタの間に指を挟んだ。
57 7 229

1～

9

26 2017 3 7~8

養殖いかだ（海上）でいかだの中の魚をタモですくっている時

に、タモを持っている右の人指し指の付け根に違和感があり、

確認すると、指は曲がるが伸ばす時に狭くなって、完全に伸ば

す事ができなくなった。

34 19 379
1～

9

27 2017 3 9~10
船上で出航準備中、足を滑らせ高さ約1mの水槽内に転落し、左

足親指を骨折した。
32 1 239

1～

9

28 2017 3 14~15

作業場にて、床に養殖網を敷き詰め網の修繕を行っていた。 移

動しようと思い、立ち上がり歩き出した際に、敷いてある網で

足を躓き転倒し、右足親指を脱臼骨折、左手を骨折した。

67 1 379
1～

9

29 2017 3 6~7
1人でコンベアの下側のカキ殻除去作業中、コンベアを動かす歯

車のチェーンと歯車の間に右人差し指を挟まれ切断された。
24 7 224

1～

9

30 2017 3 4~5
とん出し作業後の清掃中に、海水で濡れている地面で足を滑ら

せ転んだ際に、左足の親指の爪が剥がれ負傷した。
24 2 418

1～

9

当事業場にて、扉を修理しようと向かっている際に、道具置場

の棚に立て掛けてある半月草削りに左足を引っ掛けて、右膝か



31 2017 2 14~15
らコンクリートの地面に倒れてしまった。 その時点では、打ち

身程度に思っておりそのまま仕事を続けたが、仕事を終え、夜

になってから腫れ、痛みがひどくなり、膝が曲がらなくなっ

た。

40 2 417
1～

9

32 2017 2 7~8

漁場の生簀で作業準備中に着けようとしていた船が強風に煽ら

れ、船の先端が生簀に乗り上り作業員の左足膝が生簀との間に

挟まり衝突後生簀内に落ちた。

38 7 239

10

～

29

33 2017 2 15~16

農道1本路で左側にフォークリフトを右側に社員2名で平行に進

んでいた。 走って帰っていた途中で、躓いて転んでしまい、左

リフト側に倒れた瞬間、リフトのタイヤが足首から膝までに接

触し、痛みと出血ですぐ病院に行った。

41 3 222
1～

9

34 2017 1 7～8
養鰻場内の通路にて、砂利道とアスファルトの段差でつまず

き、右足をくじいた。
62 2 417

30

～

49

35 2017 1 8～9

荷積場に作業船を係留し、トラフグのエサ箱（配合飼料20㎏前

後）の積込作業開始前に、丸太材（1本配列）の上に作業船方向

を向いて載った時に、左足を滑らせて作業船方向へ転倒し、左

足が太丸と石積の間に挟まれて左膝を負傷した。

24 1 413
1～

9

36 2017 1
10～

11

岩ガキの飼育場所を変更するために運搬し、帰り際に橋下にお

いて漁船の航行波を受け、乗員4名中1名が船首付近から甲板に

叩きつけられ負傷した。

56 18 239
1～

9

37 2017 1
10～

11

海苔養殖活性処理作業中に一作業を終え、次の漁場へ移動時に

吊縄が足に引っ掛かり作業船より転落しそうになり、体勢を修

正しようと体を捻ったところ、左膝に痛みがはしった。

38 19 921 ―

38 2017 1 7～8

牡蠣水揚げ作業中、ワイヤー切断用の鉄バサミを握って作業を

している上に、牡蠣のかたまりが落ちてきて、鉄バサミの板が

手のひらにくい込み、腫れ上がった。

28 4 529

30

～

49



39 2016 12
11～

12

漁船機関場にて、洋上船舶内船舶主機ダイナモベルトの交換作

業中、指による押し込み確認を行おうとしたところ、エンジン

を切ることを怠り、エンジン稼動中に左手でベルトに触れてし

まったため、ゴム手袋ごとベルトに巻き込まれ、指を負傷し

た。

49 7 121

10

～

29

40 2016 12
10～

11

漁港にてブロック入れ作業中にロープを巻いており、その時に

ロープに腕を引っ張られ、急いで巻き上げ機械を止めようとし

て、左腕を負傷した。

22 19 219
1～

9

41 2016 11
14～

15

沖合い、漁場内網洗い筏上において、生簀網を曳航する為、網

洗い筏に係留していた生簀のロープを外す作業を行っていたと

ころ、波浪の影響で外している途中、ロープが急に引っ張ら

れ、その時ロープの端が右腕に強く当たり右腕を負傷した。

65 6 379

50

～

99

42 2016 11
10～

11

船着き場にて、魚の出荷作業の後、船からベルトコンベアーを

上げる際、キャスターが左足の親指の上に乗り上げ、負傷し

た。

39 7 612
1～

9

43 2016 11
16～

17

稚魚工場内で作業中、水道のホースにつまずいて、床で膝を

打って負傷した。
57 2 417

10

～

29

44 2016 11
9～

10

漁をするため、漁具を海に投入した時、漁具についているワイ

ヤーが弾いて、左足の太腿を打ち付けた。
52 4 379

10

～

29

45 2016 11
11～

12

加工室内で魚をおろしている時に左手薬指に当ててしまい負

傷。
54 8 364

10

～

29

46 2016 10
14～

15

屋外で別施設へ移動中に、下に置いてあったホースが通路を塞

ぐように置いてあったため、ホースを越えるときにホースにつ

まずいて転倒し左足甲部を骨折した。

58 2 379

10

～

29



47 2016 10
11～

12

養殖いかだで死魚をタモですくっている時にタモの柄のささく

れが手に刺さった。
27 8 379

1～

9

48 2016 10
13～

14

作業小屋から船に荷物を載せる際に足をふみ外し、屋体の板に

腰を強打した。
71 2 413

10

～

29

49 2016 9
15～

16

海が荒れていたため、生簀の管理のため海にでた。その作業中

に風に煽られロープと船の間に右手親指が絡まり挟まれ、骨折

等の負傷をした。

37 7 379
1～

9

50 2016 9
11～

12

沖現場の生簀の上で作業中、脚を滑らせて生簀の鋼管で左足の

脛を擦りむいた。
58 8 418

10

～

29

51 2016 9
14～

15

軽トラックの荷台に乗せてある発泡スチロールの運搬作業中に

体のバランスを崩し地面に落下。その際、左肘を強打した。
24 1 221

1～

9

52 2016 8
15～

16

養蝦場のろ過池においてストレーナの水を防ぐために砂を入れ

たあと、もう少し残っていたバケツ入りの砂を取ろうと振り向

いたところ、バランスを崩し水入り池に落下した。その際、左

肩を打ち骨折した。

39 1 416
1～

9

53 2016 8 8～9
工場前のイカダの上で貝を吊っていたところ、右足がすべり首

まで海につかった。その際、右胸を打った。
57 1 416

30

～

49

54 2016 8
14～

15

作業船に積んでいた筏用竹材を筏へ移動させる作業中、実習生

と二人で筏に乗せている時に、竹材を持ったまま、誤ってバラ

ンスを崩して転倒した際、右わき腹を打撲し、肋骨を骨折し

た。

40 2 921
1～

9

55 2016 7
11～

12

養殖場内池にて餌まき時、スロープから船外機に乗り移る際、

足を踏み外し右足をひねりながら着地して負傷した。
19 1 418

1～

9

養殖業務にて、給餌作業終了後、攪拌機の中を掃除中、何か機
10



56 2016 7
12～

13

械の中に引っかかっていた為、それを外そうと手を入れた瞬間

に、スイッチのレバーが体に当たり、機械が動きだし、指を負

傷した。

25 7 162 ～

29

57 2016 7 8～9

パレットに山積みの冷凍生餅をコンテナに移動中に、フォーク

リフトのつめを深くさし直そうとパレットを地面に置き、

フォークリフトを前進させたところ、被災者がつめに乗ったた

め、パレットのつめを差し込む部分に足を挟まれた。

44 7 222

10

～

29

58 2016 7 8～9

養殖小割の上で、養殖網を替える作業をしていたところ、小割

の上で足を滑らせ、養殖小割に付いているピースで胸部を打

ち、肋骨を骨折した。

60 2 391
1～

9

59 2016 7 7～8
昆布漁業にて、昆布を外に干している際、昆布の上で滑ってし

まった為、転倒してしまい、腰を打った。
79 2 417

1～

9

60 2016 6
10～

11

海上ハウスにて、貝を海から引き上げる際に腰に激痛が走り動

けなくなった。
44 19 379

30

～

49

61 2016 5
16～

17

投飼作業中、一袋の重さが20キロ入りの配合飼料の袋を船槽の

中から出す作業をしていて、下部の方になったので、腰をかが

めて持ち上げたところ、腰部に痛みがきて、負傷した。

49 19 611

30

～

49

62 2016 5 8～9
漁港にて養殖用の冷凍資料のオキアミを運搬作業中、誤って手

を滑らせて左足甲に落下し、受傷した。
33 4 611

1～

9

63 2016 5 7～8

沖でかきの積み込み作業中、吊したかきをハサミで切った後、

全部落ちたと思い、次を切ろうとした時、かきが落ちてきて、

右手手首近くにあたり負傷した。

28 6 911
1～

9

64 2016 4
10～

11

網染め作業場で網染め作業後にタンクに余った防汚剤をドラム

缶に移し、ポンブの電源を切るために10t車からタンクに移動す

る時、10t車のアウトリガーに足を掛けたところ滑って転落。そ

の際、腰を強打した。

44 1 212

10

～

29



65 2016 3
11～

12

作業場内において、えさ用冷凍魚袋を二人一組にて胸元より地

面に向かって荒割り作業中、誤って左足先に落下させ、左足親

指先を骨折した。

59 4 611

10

～

29

66 2016 3
14～

15

漁協内の海上マグロ養殖生簀内において、マグロ釣り上げ作業

時に船舶上で誤って足を滑らせ転倒した。その際に腰及び背中

を強く打ちつけ、特に腰に激痛が走った。

63 2 239

10

～

29

67 2016 3
16～

17

岸壁の船に1日分のカキ殻を貯めて夕方に沖にすてに行く前に、

はしごを使わずに岸壁から1.5m下の船に飛び降りてかかとをつ

いて、骨折した。

64 3 239

10

～

29

68 2016 3 5～6

ホタテ出荷作業中、ホタテ出荷の際にホタテを選別機にかけ洗

浄しながら選別されたその時にゴミが出る状態であり、選別機

の下にギヤがありそこにゴミが溜まり、ゴミを取り除く際にゴ

ム手袋がギヤに絡まり引っ張られ右手薬指を損傷した。

45 7 169
1～

9

69 2016 3 8～9
港内にてホタテ養殖作業のため、岩壁から船に乗ろうとして飛

び乗った際に、足を滑らせ足を負傷した。
22 2 239

1～

9

70 2016 2
16～

17

ハマチ養殖場において、作業が終わり、船を接岸する際に、船

べりに足をかけていたところ、バランスをくずし、左足に体重

がかかり、左足首をひねり、転倒し負傷した。

43 2 239
1～

9

71 2016 2
10～

11

魚類養殖に必要な竹を切りに行き枝打ちした後、山の中から上

にあげようとしたが上がらないためロープをくくり、車で上げ

ようとした所、ロープが切れ竹が曲がっていたため、その反動

で被災者の顔面に当たり負傷した。

48 6 221
1～

9

72 2016 2
9～

10

ハマチ掛け分け作業（筏の中の魚個体を分ける作業）に向かう

途中、船首付近に座っていたところ、高波を受け船が激しく上

下し甲板で腰を強打した。

62 6 239
1～

9

73 2016 2 6～7
かきの巻き上げ作業中に、筏の上で足を滑らせた時、足に激痛

が走った。
38 2 419

10

～



29

74 2016 1 7～8

ぶり出荷選別作業中に、対象外魚をタモに入れ生簀に戻す作業

を行っている際、活魚運搬船の防舷レール上に乗り、生簀へ入

れた後、再度60cm下の甲板に降りた際に甲板の板が破れた為、

前のめりに倒れ、活魚船船倉の縁に胸を強打した。

42 9 239

10

～

29

75 2016 1
15～

16

工場内に於いて、出荷作業に入ろうとして、床で右足が滑り、

それを立て直そうと左足を踏ん張った時に、つま先から着地し

て足をくじいた。

52 19 921

50

～

99

76 2016 1 8～9

岸壁近くの作業台の上、冷凍生エサを船に積み込み作業中、約

15kgの生エサのブロック状のものがすべって足の上に落下し

た。

63 6 611

10

～

29

77 2016 1 8～9

事業所敷地内（屋外）で、カキの養殖パイプに付着しているフ

ジツボ、イソギンチャクを除去するための機械にパイプを落と

し込む作業をしていた際、スムーズに投入口に入るよう多数の

パイプを、手に持ったパイプで整しながら投入していたとこ

ろ、機械のローラー部分に指を挟まれた。

25 7 169
1～

9

78 2016 1 7～8
漁場においてかきの荷揚げ作業中、かきの垂連を筏から引上げ

ていたところ、腰をひねり、腰部捻挫の負傷をした。
49 19 911

10

～

29

79 2015 12 8～9
トラックに積載してある冷凍餌が崩れ落ち、その餌をパレット

に積み上げる時に、誤って手カギが右膝に刺さってしまった。
44 8 379

30

～

49

80 2015 12
10～

11

魚網を回転式大型洗濯機にて洗浄終了後、魚網の取り出しを行

うため、同洗濯機の手すりに乗り蓋を開けようとした際、長靴

が滑り落下、腰を強打した。

48 1 391

10

～

29

81 2015 11
17～

18

作業が終了して、池の清掃をしようとして池と池の間のコンク

リート壁を歩いていた際、左足を踏み外した時に右足首を強打 64 3 418
1～

9



した。

82 2015 10
9～

10

船上において、ワイヤーの締めつけ作業中に、左右のコースを

シャックルで合わす際、ワイヤーを固定していたローブがずれ

て弾き、かけていた眼鏡に当たり眼鏡が割れて右目を負傷し

た。

56 8 379

10

～

29

83 2015 9
10～

11

網置場で網を引っぱり出す作業中、足がすべり転倒し壁にぶつ

かった。その際上から落下してきたものが（シャッグル）、右

足くるぶしに当たり負傷した。

32 6 379
1～

9

84 2015 9 0～1

漁場で作業が終わり帰港のため、ペンドル（防舷材）をイカー

ル（巻上機）で操作中、ロープと巻上機の隙間に左薬指を挟

む。

20 7 219
1～

9

85 2015 9
17～

18

休憩室前の廊下をトイレから戻り歩いていたとき、床が濡れて

いて手をつく間もなく仰向けに転倒し、頭を床に強打した。
28 2 417

100

～

299

86 2015 8
16～

17

うなぎの選別が終わり、ウナギカゴとタモを洗い場に持って行

く途中にウナギカゴが工場の壁に当った反動で1m下の溝のコン

クリートの角で背中を強打した。

51 1 417
1～

9

87 2015 7
16～

17

網洗専用台で、網洗の作業中に、網といっしょに左足がネット

ローラーに巻き込まれ、左足を複雑骨折する。
28 7 169

10

～

29

88 2015 7
9～

10

ヒラメ稚魚飼育棟の水槽（高さ1.5m）に給餌作業をするため、

餌を入れた容器を持ち、階段（4段）を上った。途中、足（長靴

着用）を滑らせ転倒して落下した。

64 1 413

10

～

29

89 2015 6 4～5

岸壁を早歩きで歩いていたところ、船の作業灯が眩しかったた

め、岸壁に置いてあった氷を入れるためのバケットが見えずに

左爪先（長靴着）がバケットの下方の隙間（約15㎝）引っ掛

かってしまい、そのまま前方へ倒れた。

45 2 417
1～

9



90 2015 6 7～8

ボイラーから温水が出ているかを確認し作業場へ戻る途中、つ

ま先が床に突っかかり転倒。その際、右手をついたことにより

受傷した。

59 2 417
1～

9

91 2015 6
15～

16

船を岸壁に着けるため、船からのロープを岸壁に固定し、船の

ロープ巻き上げ機（イカール）にロープと一緒に左手を巻き込

んでしまい、左手を負傷した。

31 7 379
1～

9

92 2015 6 7～8
カゴ洗い機取りあつかい作業中、ロープと一緒に左手から左肩

と左耳までローラにはさまれた。
49 7 169

10

～

29

93 2015 5
12～

13

冷凍かつお船の上の船倉内で水揚終了間際に落ちていた冷凍カ

ツオを拾い集めていたところ、隣のハッチから魚の入ったモッ

コ網が揚がってきた時、そのモッコ網が振られ、当たりそうに

なったので避けようとしたが逃げ場がなく、とっさに下の船倉

にあった（約3.0m）「魚の入ったモッコ網」の上に飛び降りた

が、バランスを崩し、腰と右腕を負傷した。

35 3 239

100

～

299

94 2015 5 8～9

生餌ブロックの積み下ろし作業中、積荷が安定していなかった

ため、重さ約15キロの生餌が高さ約1.3メートルの高さから落下

した。その際、積荷の安定性を確認できておらず、コンテナ内

も狭く逃げ場の確保もできていなかったため左足甲に接触し負

傷した。

45 4 611

10

～

29

95 2015 5 8～9
ホタテの選別作業中、フォークでホタテをダンブルに寄せてい

た所、船が揺れた為無理な体勢になり、腰を捻って負傷した。
37 19 921

30

～

49

96 2015 4
11～

12

魚の選別作業中、機械のホラをこえる際、左足をひねってこけ

た。
64 2 419

10

～

29

9～

作業屋台で貝掃除用のグラインダーを使ってアコヤ貝を掃除し

ている時に、大きなフジツボが付着した貝がグラインダーの回
10



97 2015 4
10 転によりはじかれたため、貝を持っていた左手の人差し指がグ

ラインダーに当たり、痛めた。

32 3 153 ～

29

98 2015 4
14～

15

海の上で船をイカダにつけ、鯛のエサのキャリー（18kg）を船

からイカダへおろしている作業中、イカダへおろした左足を踏

みはずし、それをとっさに支えた右足のひざをひねった。

26 2 911
1～

9

99 2015 4 8～9

コンテナからバケツに餌を移し右手2つ左手2つのバケツを持ち

上げようとしたら、腰に激しい痛みがあったので、かがもうと

したら足元が雨にぬれた鉄板だったため、右の脇腹を打った。

20 19 921
1～

9

100 2015 4
15～

16

ホタテの殻に付着した種牡蠣をロープに狭める作業中にロープ

に左手をまかれた。
63 7 169

1～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html
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